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ガバナーメッセージ 
 国際ロータリー第2760地区ガバナー 大島 宏彦 

 

「合同例会」 

 

 

 ７月末からガバナー訪問が始まりました。当地区は人数こそ日本最大規模ですが、広さは手頃

ですし、１県１地区という恵まれた地区です。東京はマリアナ諸島や沖縄と組み合わさっており

沖縄出身の現ガバナーは東京のクラブ訪問が始まると、地元を空けなければならない方が多いで

しょう。当地区がそうなってはなりません。 

 豊島前ガバナーも髙橋ガバナーエレクトも、多方面で活躍中の現役です。これからもそうした

方を選びたいものです。そこで今年は合同例会を徹底させました。クラブ単位の訪問は、予めガ

バナー補佐にきっちりして頂き、補佐には委員会担当業務を軽くしました。補佐は分区ごとに選

ばれていますから、区域内に目が行届きます。 

 ロータリーの役員は一年ごとに代りますから、つい「やった方がいい」仕事が増え、逆に「止

めてもいい」仕事が続きがちになります。それを防ぐには、近いクラブ同士が協力するのが有効

です。「そのためにも合同例会を役立ててほしい」とお願いしていますが、クラブには歴史も特

色もありますから、急ぐ積もりはありません。 

 合同例会に当っては、出来る限り分区や隣接といった横の関係と、スポンサーの縦の関係を組

み合わせました。日頃から親・子・孫まで顔見知りのクラブもあれば、例会場が同じでも合同例
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職業奉仕・米山月間によせて 

・地区職業奉仕委員会 委員長 太田 達夫 

・地区米山奨学委員会 委員長 鈴木 茂久 

 

・地区米山学友委員会 委員長 大西 弘高

 職業奉仕月間によせて  ─ 「ロータリーの原点は職業奉仕」─ 
 
 
  地区職業奉仕委員会 

  委員長 太田 達夫 

 「ロータリーを祝おう」と始まりました本年度はいよいよロータリー誕生１００年目を迎えるための準備の

年であります。奇しくも２７６０地区では国家的行事である万博も始まろうとしています。 

 ロータリーは１００年前のアメリカの（西暦１９０５・明治３８年）荒廃した社会、厳しい経済情勢の中で、

相互扶助・互恵主義を原則に、一業一会員制のクラブとして、誕生しました。その様な環境の中で、職業

の異なる会員達は商取引上でお互いに相手の為に役立つことに喜びを覚えるとともに、異業種の人々

が安心して語り合い、楽しみ、親睦が深まり物・心共に満足のできる素晴らしい経験をしたのです。しかし

このようなクラブ活動も、弁理氏ドナルド・カーターにより会員だけが恩恵を受けるエゴイズム団体と指摘

されポール・ハリスは反省して、世の為・人の為の事も考えるクラブに変わっていきます。そしてロータリ

ーが地域社会への貢献を明確にしていきます。 

 初期においてはクラブとしての社会貢献であったようですが、アーサー・シェルドンの出現により、アイ 

サーブ＝自分の職業をもって社会に貢献する、他に例のないＲｏｔａｒｙの特色が形作られていきます。「恒

久的成功への道はただ一つしかなく それはサービス（奉仕）の道である」と結論を導いています。まさに

このアーサー・シェルドンによって、「ロータリー活動の原点は職業奉仕」が確立されたわけです。 

 一人一人の会員が自分の職業を通じ、高い職業倫理を基に良質なサービス（奉仕）を提供し、社会に

貢献する。そしてそれによって自分も報われる・・・これこそ我々ロータリアンの繁栄の道だと考えます。

時代は大きく変化し安定した供給のための生産者あるいはサービスの提供者本位の社会環境から需要

者・消費者本位の社会に変わって来ています。このような時こそ競争が激化され、不安定な社会情勢に

なりがちです。会員が時代の波にのみこまれ、クラブを去る事もありましたが今こそ我々ロータリアンは

智恵を結集し、高い職業倫理を基に、競争に打ち勝たなければなりません。 

 その様な意味で、毎週一回の例会もお互いが師となり、徒となって 集団で職業奉仕の心を学び、自己

研鑽すること、又ロータリアン同士の相互扶助取引やサービスの提供もロータリーのメリットとして活用し

てもよいのではないかと考えます。 
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 いずれにしても、時代の変化の中でロータリーの原点に還り、職業奉仕に励む事が最も重要かと考え

ます。皆様のご活躍 又ロータリーがその為に役立つ事を念じたいと存じます。

▲上へ戻る

 米山月間によせて 
    ─ 高雅学風徹千古 ─  野口英世 （１８７６～１９２８ 細菌学者） 

 
 
  地区米山奨学委員会 

  委員長 鈴木 茂久 

 １９５２年東京ＲＣで創設された米山奨学制度、米山基金が時を重ね、全国のロータリアンで支援する

米山奨学金として、この５０年間に９６ヶ国１１，５４２人の人達を育成してまいりました。米山奨学生を終

了された方々は米山学友会と名を変えて、その組織のなかで縦横のつながりを創り、情報交換を行って

いるのが現状です。 

 国際ロータリーの事業の中で、ただ一つ日本独自で行っている外国人留学生を対象とした奨学金制度

(日本のロータリアン１０万余名の浄財によってささえられる独立採算制の制度)です。 

 当地区（２７６０地区）におきましては５０大学、約４３００名の中から大学推薦を受けた大学生（４５歳未

満）をさらに選考試験を行い、優秀な学生で、ロータリーのめざす国際平和に貢献する人達を選出し、各

クラブに配当され、１～２年間お世話を受けている次第です。身近なカウンセラーのご指導の下、物心両

面で見守られ、青春時代をロータリアンと共に生きることは奨学生の人生にとって、またとない上昇気流

をつかんだ絶好のチャンスです。それ故に彼らは米山奨学生として誇りを持ち、感謝の念を忘れませ

ん。 

少子化の日本の現状と将来を考えるにつけ、世界にはばたく若者を我が子同様育成していることは「米

山」がロータリーの中で燦然とかがやく理由です。２７６０地区のロータリアンの皆様、名実共に日本全国

の位置付けの中でイニシャチブの皆様 「感謝される米山奨学制度」をご理解賜り、誠意あるご支援を衷

心よりお願い申しあげます。

▲上へ戻る

 米山月間によせて  ─米山奨学会学友会（愛知）について─ 
 
 
  地区米山学友委員会 

  委員長 大西 弘高 ・ 副委員長 竹内 一郎 

 米山奨学会学友会は学友（元米山奨学生）と現役奨学生によって組織され、現在国内に２２、海外には

韓国と台湾の２、計２４団体があります。当２７６０地区の学友会（愛知）は‘９７年６月に設立され、現在１

５３名の学友、４３名の奨学生が登録されています。南山大学教授のクネヒト・ペトロ会長のもと、年一回

の総会やクリスマス家族会を始め友好と親睦を図るすばらしい活動をしてきました。また下記のごとく年

二回「企業見学会」を行い、日本の文化や産業についても理解を深めております。 

 ‘０１．１０．０６  産業技術記念館 （西区） 

 ‘０２．０６．０１  カリモクショールーム・あいち健康プラザ （東浦） 

 ‘０２．１０．０５  盛田（株）小鈴ヶ谷工場 （常滑） 

 ‘０３．０５．３１  ノリタケの森 （西区） 

 ‘０３．１０．０４  ＮＨＫ名古屋放送局 （東区） 

 ‘０４．０５．２９  狂言（野村万作）鑑賞会 （名古屋能楽堂） 

 我々米山学友委員会はこの学友会（愛知）役員や米山奨学委員会との打合わせを密にし、今後とも有
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意義な活動を展開していきたいと考えております。これらの活動を通じて、学友・奨学生の皆さんが会員

相互やロータリアンとの交流をより深め、国際交流、親善及び平和の創造と維持に貢献できるよう努力し

ていきたいと思います。

▲上へ戻る
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オーストラリアへと拡がった友愛の輪 
 －第１７回インターアクトクラブ海外派遣研修報告―

地区インターアクト委員会 委員長 谷川 修

 第１７回インターアクトクラブ海外派遣研修が、７月２２日から３１日の１

０日間にわたって実施された。行き先は、昨年ロータリー世界大会が開催され

たオーストラリアブリスベーン市。現地の季節は冬にあたるが、日本の３月頃

のような過ごしやすい気候である。 

 地区内１５のインターアクトクラブ、提唱するロータリークラブの推薦を受

けた３５名の高校生のほとんどが海外旅行は初めてであり、まして、ホームス

ティも初体験である。 

 ５月の説明会で初めて顔を合わせた団員たちであるが、６月と７月の２回にわたる１泊２日の

事前研修で、友情を深め、非常にまとまったひとつの仲間集団をつくりあげた。次は、「オース

トラリアの人々と友情の輪を深める」ことを全員の一致した目標にして現地へと向かった。 

 英会話に自信がもてない者にとっては、単身でのホームスティほど不安を感じることはないで

あろう。それでも、団員同士の励ましを力に、それぞれのホームスティ先へと向かう。昼間は、

現地ハイスクールの配慮で、日本語を学んでいる年齢の近い生徒をバディといって、ひとりひと

りの団員に付き添わせ、何かと面倒をみてくれる。そのハイスクールでは、現地校の生徒に混じ

っての授業、特に日本の運動会にあたるスポーツカーニバルにも参加させてもらい思う存分に力

を発揮した。その他、オーストラリアならではの乗馬などの課外活動など、すべてが胸躍る体験

であり、生涯忘れられないたくさんの思い出を、そして、新たな世界観を獲得しリーダーシップ

の向上を果たしたと思う。フェアウェルパーティーでは、１週間だけの家族とは思えない涙のお

別れである。 

 ３５名の友情を力に、オーストラリアブリスベーンで交わりをもった人々と、友情を友愛に高

め、その輪を拡げられた事こそ、引率を担当した者として何よりの喜びである。
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「２００５～０６年度 財団奨学生」ガイダンス開催 

地区財団学友委員会 委員長  藤田 守彦

２００４年７月２５日（日） 

 

 ２００５～０６年度に派遣される財団奨学生のガイダンスを開催致しました。 

 ５月の奨学委員会選考会により選ばれた１年度奨学生６名、２年度奨学生６名、語学研修三ヶ月２名

の合計１４名 顧問ロータリーアン１３名を対象に行ない、大島ガバナーよりこれから派遣校が決まるま

での一年間の努力に対する激励を頂きました。 

 その後鈴木財団委員長よりロータリークラブの概要、財団の仕事について詳しく説明をして頂きまし

た。 

 また、川辺奨学副委員長より、奨学生に選ばれた経緯、奨学生の在り方、考え方等実例も含め説明を

頂きました。 

 顧問ロータリーアンには奨学生を出す「スポンサークラブ」の対応、支援、出発して帰国するまでのフォ

ローアップ等私の方から説明致しました。 

 コーヒーブレークの後は学友会（帰国奨学生にて構成）の玉置代表幹事に進行を移して、奨学生から

の質疑応答を行いました。経験者からのアドバイスは奨学生にとっても大いに参考になった事と思いま

す。次回は来年２月２０日にオリエンテーションを行いますが、その頃には派遣校も決まり始める事と思

います。 

 学友委員会も奨学生の支援をして参りますが、スポンサークラブ、顧問ロータリーアンにおかれまして

は、力強い支援を御願い致します。

▲上へ戻る
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ガバナー公式訪問

西名古屋分区①

日時：2004年７月29日（木） 
名古屋西ＲＣ，名古屋みなとＲＣ，名古屋名駅ＲＣ，名古屋西南ＲＣ 

 
 去る７月29日、今年度最初のガバナー公式訪問・方針を受け名古屋

西、名古屋みなと、名古屋名駅、名古屋西南の親、子、孫の４クラブが
初めて合同例会を開催致しました。 

 僭越ながら４クラブにて打合せの上、親クラブでもあり次年度髙橋ガバナーを輩出する当クラブがホスト

となり、例会進行を全て担当させて頂きました。 
 例会に先立ち行われた会長・幹事懇談会では、各クラブの抱える問題点について議論し、特に会員数
に対し過多である委員会も再編・統合し合理化することは良案であるとのご指導も賜りました。 
 例会におけるガバナー講話ではＲ１のテーマ「ロータリーを祝おう」を受けメインテーマとして①「愛知万
博のロータリー館建設と運営を成功させよう」続いて②「ロータリーが世界をつないでいることを忘れない」
③「ロータリー１００年をお祝いだけに終わらせない」。 
 そして以上のことは最終的に④「職業奉仕をロータリー活動の原点として確認する」を再認識した上で
成立する課題であると結ばれました。 

今回の公式訪問でガバナーのロータリー活動に対する今年度の指針を直接拝聴でき会員一同感銘を受
けました。 
大島ガバナーの今後のご活躍を祈念し報告とさせて頂きます。 

東尾張分区①

日時：2004年８月３日（火） 
愛知長久手RC，瀬戸RC，尾張旭RC，瀬戸北RC 

大島ガバナー・安藤地区幹事をお迎えして、瀬戸ロータリークラブ、尾張
旭ロータリークラブ、瀬戸北ロータリークラブ、愛知長久手ロータリークラ

ブのガバナー公式訪問合同例会を８月３日に開催しました。事前の懇
親会では大島ガバナーの気さくで暖かい人柄に接し、４クラブの諸問題
に対し適切なアドバイスをいただきました。  

特に今年はこの地区において「愛・地球博」万博が行われることへの諸問題、ロータリー館への対応を地
区方針に基づきアドバイスをいただきました。また、会員増強・退会防止についてもガバナーの経験を交
え細かなご指導をいただきました。第２７６０地区の会員の減少状況を説明され、退会防止の大切さを強
調され、退会防止は入会時の教育・説明が大切であるとご指導いただきました。 
そして例会での卓話では、家族の理解を得て退会を防ごうと、また「愛・地球博」の地元として万博・ロータ
リー館の運営成功に向け４つのクラブ連携を密に協力をお願いしたいとのお話がありました。われわれ会
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員も積極的な応援、４つのクラブのしっかりした協力の姿勢を持つことが必要であることを強く感じまし
た。 

西三河分区①

日時：2004年８月５日（木） 
一色RC，安城RC，西尾RC、西尾KIRARARC、三河安城RC 

 
 去る８月５日（木）西三河分区のガバナー公式訪問が５ＲＣ合同（安
城・西尾・西尾ＫＩＲＡＲＡ・三河安城・一色）で西尾市のロイヤルスクエア

平安殿に於いて行われました。本年度ガバナーの大島宏彦君、地区幹
事の安藤重良君をお迎えしての例会となりました。 

 西尾ＲＣの杉浦澄雄会長が、「ガバナーの方針を聞いて、クラブの活動の参考にして欲しい。」と挨拶を
しました。 

 大島ガバナーは、卓話のなかで、ロータリーは組織であるがために会員増強を図らなければ成り立たな
い。各ロータリークラブが縦と横のつながりを持って、地域で活動して下さることが大切であると話され、ま
た１００周年を迎えるロータリーと愛知万博のロータリー館への運営協力も要請されました。 
 当日は５ＲＣから２００余名の会員が集まり、初の試みである５クラブ合同例会を盛り上げて下さいまし
た。また、例会に先立ち、ガバナー、地区幹事を囲んでの懇談会では、各クラブの出席者（会長・幹事・会
長エレクト）より活発な意見が出され、有意義な時間を過ごすことが出来ました。 

東三河分区①

日時：2004年８月６日（金）  
田原ＲＣ，田原パシフィックＲＣ，渥美ＲＣ 

 例会に先立ち行なわれましたクラブ会長・幹事合同懇談会では、３クラ
ブの主要な事業計画・運営等に際し、ご指導ご示唆を頂きました。  

当初、緊張感が走る中で始まった懇談会でありましたが、仲間に語る様な口調でお話され、愛知万博｢ロ
ータリー館｣の建設・運営や地区の方針等について充分な意見交換をさせて頂きました。 
 合同例会は、３クラブ合計 約１３０名の出席の元、ホストクラブ 宮木会長の歓迎の挨拶に始まり、ガバ
ナー紹介の後にガバナー卓話を頂きました。お話の中で、３クラブの事業計画・運営等についての評価を
なされ、特に会員増強については、全人口に対するロータリアン密度は日本1、いや世界でもトップレベル
であろうと大変高く評価をして頂きました。今後も会員増強には力を注ぎ、地域の活性化に尽力をしたい
と考えています。また、愛知万博｢ロータリー館｣の建設・運営に対しての協力にお礼の言葉を頂きまし
た。 

点鐘の後に、ワインを片手に懇親会を開催し、和やかな意義ある例会となりました。最後にロータリーソ
ング｢手をつないで｣の大合唱にて終了しました。 

田原ＲＣ        会長：宮木 幸彦   幹事：河合 利則 
                 会員数 ６２人 
渥美ＲＣ        会長：鬼頭 貫治   幹事：井本 宏 

                 会員数 ４２人 
田原パシフィックＲＣ  会長：彦坂 忠男   幹事：斎藤 幹夫 
                 会員数 ６８人 

東三河分区②

豊橋ＲＣ，豊橋北ＲＣ、豊橋南ＲＣ，豊橋東ＲＣ，豊橋ゴールデンＲＣ合同 
ホストクラブ  豊橋ロータリークラブ 
会長    中西芳夫 

８月１９日（木）のガバナー公式訪問、豊橋５ＲＣ合同例会について、大
島宏ガバナー及び安藤重良地区幹事には大変お忙しい中を当地豊橋
にお越しくださり誠にありがとうございました。 
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豊橋５ＲＣ合同の公式訪問は今回が初めてのことであり、準備・設営につきましては、東三河分区伴辰三
ガバナー補佐及び波多野四郎補佐幹事のアドバイスをもとに豊橋北ＲＣ、豊橋南ＲＣ、豊橋ゴールデンＲ
Ｃ及び豊橋東ＲＣの会長・幹事のお知恵を拝借し設営を行うことが出来ました。ご支援下さいました皆様
に厚くお礼申し上げます。 

 さて、今年度の大島ガバナーのテーマの一つ目は“愛知万博のロータリー館建設と運営を成功させる”

であります。 
“二つ目は職業奉仕をロータリーの原点として確認する”この二つのテーマについて大島ガバナーから懇
切丁寧なご解説をいただき、特に職業奉仕については、この職業に就いて良かったと一度でも思える会
社にしたいと、これが職業奉仕であるとお話されました。 
また、最近、会員が減少傾向にあるという事実を直視し、今後を考えなければならないと会員増強につい
てもご指導下さいました。 

今年度は来年の万博事業とロータリー１００周年の節目の年であり、大島ガバナーのご指導のもとに、有
意義な一年にしたいと考えております。特に豊橋市は市の中を流れる“豊川”が日本一きれいで、そのほ
とりに復元された吉田城が町の美しさを強調し、豊橋市の主張である“もっと豊橋、ずっと豊橋”市の川が
美しく保たれる限り、その勢いを増していくであろうと、作家童門冬二氏が述べています。 

ロータリーに置き換えるならば“もっとロータリー、ずっとロータリー”会員が「奉仕の理想」に生き甲斐を感

じ、ロータリーと共に生涯を貫くだろうと思います。 

大島宏彦ガバナーの公式訪問に心から感謝申し上げ、ガバナー公式訪問の記といたします。 

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.４  １０月 メニュー

ガバナーメッセージ｜職業奉仕・米山月間によせて｜第１７回インターアクト海外派遣研修 

2005～2006年度財団奨学生ガイダンス｜ガバナー公式訪問｜ロータリー財団セミナーに参加して 

創立１５周年記念例会（田原パシフィックＲＣ）｜会員増強委員会委員長会議｜第２回地区諮問委員会  

話の泉④ 「栄光への軌跡と共に」 ｜今月のカレンダー｜次期スタッフ決定 

文庫通信｜ハイライトよねやま ５５号｜出席報告 （８月分 EXCEL形式）

ロータリー財団地域セミナーに参加して

地区ロータリー財団委員会 委員長 鈴木 孝則

 本年度のロータリー財団地域セミナーは、８月８日（日）、高輪プリンスホテルで開催

されました。このセミナーは、「ロータリー財団地域コーディネーター（ＲＲＦＣ）」が主催

し、各地区からは、ガバナー、ガバナー・エレクト、地区ロータリー財団委員長、地区補

助金委員長、地区年次寄付委員長等の出席が要請されています。毎年出席率の良

いことで知られるセミナーで、本年は、２１０名の出席者がありました。当地区からは、

大島宏彦ガバナー（名古屋ＲＣ）、岡本戡紘地区年次寄付委員長（刈谷ＲＣ）と私の３

名が出席致しました。

 主催者・ロータリー財団地域コーディネーター（ＲＲＦＣ）の役割は、ロータリー財団管理委員と連絡をと

りながら、毎年ゾーン・レベルのロータリー財団地域セミナーを開催すると共に、各地区ガバナーや地区

財団委員会（ＤＲＦＣ）等と連携を保って、ロータリー財団の最新の情報と技術を提供することであります。 

 プログラムは、 

  １． ポリオ撲滅募金キャンペーンの進行状況について 

  ２． ポリオ撲滅活動の現状と経験について 

  ３． 恒久基金 

  ４． 世界平和奨学生とロータリー・センター 

  ５． 特定非営利活動法人ロータリー日本財団 

  ６． シェア・システム 

  ７． ロータリー財団プログラムとプログラムを支える「Every Rotarian, Every Year」 

の順で進行され、それぞれ詳しい説明がなされました。 

 さて本年、グレンE.エステス・シニアRI会長は、ロータリー創立１００周年の３大目標に、「ポリオ・プラス

における前進」「会員増強」「財団支援」を掲げ、特に財団活動を強調されております。ロータリー財団の

目的達成の鍵を握るのは、地区であり、地区は「ロータリー国際親善奨学生、世界平和奨学生等の選

考、推薦」「ＧＳＥチームの募集やオリエンテーション」「補助金の審議と決定」「ポリオ・プラスへの協力」

「年次寄付、恒久基金寄付の協力依頼」「財団学友会の活動強化」等重要な活動を担当しています。ロ

ータリー財団の使命は、寄付を（１）集める（２）管理・運用する（３）活用するの３項目です。当地区では、

この地域セミナーで得た情報をベースに、「活用情報を提供」し、「毎年あなたも１００ドルを（Every 

Rotarian, Every Year）の推進」を本年度の目標と致します。 

 皆様のご協力を心からお願い申しあげます。 
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ガバナー月信 Vol.４  １０月 メニュー

ガバナーメッセージ｜職業奉仕・米山月間によせて｜第１７回インターアクト海外派遣研修 

2005～2006年度財団奨学生ガイダンス｜ガバナー公式訪問｜ロータリー財団セミナーに参加して 

創立１５周年記念例会（田原パシフィックＲＣ）｜会員増強委員会委員長会議｜第２回地区諮問委員会  

話の泉④ 「栄光への軌跡と共に」 ｜今月のカレンダー｜次期スタッフ決定 

文庫通信｜ハイライトよねやま ５５号｜出席報告 （８月分 EXCEL形式）

田原パシフィックＲＣ創立１５周年記念

 日 時 平成１６年８月１日（日）

 場 所 浜名湖レークサイドプラザ

会長 彦坂忠男
幹事 斎藤幹夫

 田原パシフィックＲＣは９０年７月２４日田原ＲＣをスポンサーに４１名の会員で創立され、

地域密着型の奉仕活動をし、今日創立１５周年を迎えました。奇しくも本年はＲＩ１００周年、

ＲＩテーマは“ロータリーを祝おう”です。会員一同熱い思いで１５周年を祝い、更なる飛躍を

期しました。 

 

 ＲＩ１世紀に亘る先輩の奉仕活動に感謝し敬意を表し次の記念事業を行いました。 

 

 １．エコガーデン・シティに相応しい風力発電装置“そよ風くん”を田原の玄関口 

    “道の駅めっくんはうす”に建設し市に寄贈 

 ２．社会福祉法人 福寿園を表彰し、記念植樹を行う 

 ３．社会福祉法人 成春館に、屋外活動用テント ３張 寄贈 

 ４．あかばね熟に活動資金６０万円を寄贈

○第一部 記念例会 大島ガバナー始め多数のご来賓及び会員夫人の参加により華やかに

執り行われました。

○第二部 祝宴 内柴初代会長の乾杯の発声によりスタートし和気藹々の中に宴も酣

となり藤城祝宴部長のもとに我クラブの真骨頂が発揮されました。
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○第三部 アトラクション 祭には煙火はつきもの、煙火狂の会員多数を擁する当クラブ、煙火

打場従事者免許所有会員の指導のもとに会員手造りの仕掛煙火を設

営し大島ガバナー始め来賓の方々並びに会長役員の点火によりＲＩ

１００、祝ＰＲＣ１５周年等、煙火の一大絵巻が出現し出席者一同

大いに感動させられました。煙火終了後ホールにもどり“手に手つ

ないで”を合唱し再会を期してにぎやかなうちに、お開きとなりま

した。

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.４  １０月 メニュー

ガバナーメッセージ｜職業奉仕・米山月間によせて｜第１７回インターアクト海外派遣研修 

2005～2006年度財団奨学生ガイダンス｜ガバナー公式訪問｜ロータリー財団セミナーに参加して 

創立１５周年記念例会（田原パシフィックＲＣ）｜会員増強委員会委員長会議｜第２回地区諮問委員会  

話の泉④ 「栄光への軌跡と共に」 ｜今月のカレンダー｜次期スタッフ決定 

文庫通信｜ハイライトよねやま ５５号｜出席報告 （８月分 EXCEL形式）

会員増強委員長会議

 日 時 2004年8月4日（水）

 場 所 名鉄グランドホテル

地区会員増強委員会 委員長 細田周一

 
亀岡ＲＩＭＣ

  

 
会議の様子

 ８月は、会員増強および拡大月間です。真夏の太陽が、照り付ける８月４日(水)名古屋の名鉄グランド

ホテルで、地区内各クラブ会員増強委員長を一堂に集めて、大島ガバナー、安藤地区幹事、亀岡ＲＩＭＣ

の特別出席者を迎えて、午前１１時会議がスタートしました。始めに大島ガバナーから、「ロータリーは、

単に会員を増やすだけでなく、会員の質を高め、維持してゆくことが大事です。そのために、皆で、知恵

と力を出し合い、そして現場で、地に足をつけて活動してゆくことに、努力を」といった、ご挨拶をいただい

た。 

 引き続き、亀岡ＲＩＭＣから、『会員増強は、効果的なクラブ構築と効率的なクラブ管理』からといったテ

ーマで、３０分ほど、ＯＨＰを使った基調講演をいただいた。続いて、昨年度会員増強に功績のあった成

功事例の発表、その反対の事例発表、女性会員の多いクラブの事例など、７クラブの発表を、５分程度

お話をいただいた。どのクラブも、真剣に取り組んでみえて、大変参考になった。昼食をはさんで、午後

からは、８０クラブをクラブの規模毎に１０テーブルに別けて、８から１０人くらいで、地区委員のリーダー

の取り回しのもとに、９０分ほどグループ討議を、３つのテーマに基づいて、熱心にまた和やかにディスカ

ッションをしていただいた。各テーブルの発表者は、あみだくじで決めて、５分づつ発表があった。 

 特別出席者の、ガバナー、地区幹事、ＲＩＭＣもテーブルを回って、話に加わっていただいた。質疑応答

も出て、地区幹事に答えていただいた。 

 ガバナー講評では、「会員増強は、ロータリーにとって一番基本である。」との言葉をいただいて、午後

４時少し前に閉会した。１００名近い出席のもとに、有意義な会議であったと、自負しています。皆さんの

ご協力ありがとうございました。 

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.４  １０月 メニュー

ガバナーメッセージ｜職業奉仕・米山月間によせて｜第１７回インターアクト海外派遣研修 

2005～2006年度財団奨学生ガイダンス｜ガバナー公式訪問｜ロータリー財団セミナーに参加して 

創立１５周年記念例会（田原パシフィックＲＣ）｜会員増強委員会委員長会議｜第２回地区諮問委員会  

話の泉④ 「栄光への軌跡と共に」 ｜今月のカレンダー｜次期スタッフ決定 

文庫通信｜ハイライトよねやま ５５号｜出席報告 （８月分 EXCEL形式）

第２回地区諮問委員会

出席者： 福田Ｐ.Ｄ.Ｇ.  田中Ｐ.Ｄ.Ｇ.   盛田Ｐ.Ｄ.Ｇ.  加納Ｐ.Ｄ.Ｇ.  神戸Ｐ.Ｄ.Ｇ.  石川Ｐ.Ｄ.Ｇ.   

松本Ｐ.Ｄ.Ｇ.  内藤Ｐ.Ｄ.Ｇ.   野村Ｐ.Ｄ.Ｇ.  福田Ｐ.Ｄ.Ｇ.  太田Ｐ.Ｄ.Ｇ.  豊島Ｐ.Ｄ.Ｇ.   

大島Ｄ.Ｇ.  髙橋Ｄ.Ｇ.Ｅ. 

（オブザーバー：瀧直前地区幹事  安藤地区幹事  川島次期地区幹事  井元地区スタッフ）

欠席者： 森Ｐ.Ｄ.Ｇ.   奥谷Ｐ.Ｄ.Ｇ.   宮地Ｐ.Ｄ.Ｇ.  蜂谷Ｐ.Ｄ.Ｇ.  岡部Ｐ.Ｄ.Ｇ.

第２回地区諮問委員会 次第

 日 時 ２００４年９月４日（土）A.M１１：００～

 場 所 名鉄グランドホテル  12F 雪の間

○大島ガバナー挨拶  
 
○協議事項 

   １． ２００３～２００４年度 地区会計決算（案）承認の件 （ガバナー月信8/20月号参照） 
   ２． ２００６～２００７年度 国際ロータリー第２７６０地区ガバナーノミニー候補推薦の件 
   ３． ２００５～２００６年度  （髙橋年度）ガバナー補佐候補者推薦の件 
   ４． ２００４～２００５年度 地区大会決議案採択の件 
   ５． ２００４～２００５年度 米山奨学会理事・評議員推薦の件 
   ６． 国際博委員会     ロータリー館建設の件 

○報告事項 
   １． ２００４～２００５年度 地区大会ＲＩ会長代理について 
   ２． ２７６０地区会員数動静について 
   ３． ガバナーエレクト事務所開設の件 
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   ４． インターアクト海外研修報告 
   ５． 国際博協力金進捗状況について 
   ６． その他  
 
※なお、第２回地区諮問委員会に先立ち、同日、同会場において、１０：００より第１回指名委員会 
  が開催されました。 

第1回指名委員会 次第

出席者・・・太田Ｐ.Ｄ.Ｇ.  豊島Ｐ.Ｄ.Ｇ.   野村Ｐ.Ｄ.Ｇ.  福田清成Ｐ.Ｄ.Ｇ. 
 
議題・・・２００５～２００６年度（髙橋年度）ガバナーノミニー推薦の件 

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.４  １０月 メニュー

ガバナーメッセージ｜職業奉仕・米山月間によせて｜第１７回インターアクト海外派遣研修 

2005～2006年度財団奨学生ガイダンス｜ガバナー公式訪問｜ロータリー財団セミナーに参加して 

創立１５周年記念例会（田原パシフィックＲＣ）｜会員増強委員会委員長会議｜第２回地区諮問委員会  

話の泉④ 「栄光への軌跡と共に」 ｜今月のカレンダー｜次期スタッフ決定  

文庫通信｜ハイライトよねやま ５５号｜出席報告 （８月分 EXCEL形式）

瑞穂RC 泉 憲一  （株）泉製作所 代表取締役社長

 残暑の時を過ぎ、やわらかな風を感じるこの頃。本格的な秋の訪れも間近だ。そして「秋」と言えば、私

が長年に亘りかかわってきたゴルフトーナメント「東海クラシック」の季節でもある。１９７０年に産声を上

げた同トーナメントも今年で第３５回。いまでは国内有数の歴史を誇るトーナメントとして位置づけられる

ようになった。今年は２００１年より続いた「ジョージア東海クラシック」から「コカコーラ東海クラシック」へと

大会名称を一新。１０月７日から、私が常務理事を務めさせていただいている三好カントリー倶楽部・西

コースにて開催される。 

 無類のゴルフ好きだった父（弊社創業者・泉 米蔵）の影響で、私がゴルフを始めたのは１８歳の頃。学

生ゴルファーとして競技ゴルフの道へ進んだ。そして大学４年の時、三好CCで開催された「中部学生ゴ

ルフ選手権」で優勝。それを機に、父がメンバーだった同倶楽部に迎え入れていただいたことが「東海ク

ラシック」とのご縁の始まりだったと言えるだろう。ちょうど第一回大会が行われた１９７０年のことである。

以降、第１２回大会までは選手として出場させていただき、１９７６年、７７年にベストアマを獲得。前年の

日本オープンでベストアマとなった経緯もあって、当時はプロへの誘いも……。しかし父の跡を継ぐはず

だった兄が早逝し、次男の私は競技ゴルフから退くことになった。そんな折り、同倶楽部理事の皆さんか

らお声がけをいただき、今度は開催クラブ側の人間として「東海クラシック」に携わるようになったのであ

る。 

 シーズン後半の大会ゆえ、賞金王争いやシード権争いのカギを握ると言われる「東海クラシック」。その

歴史はまさに熱戦の歴史でもあった。第一回大会から国内外の一流選手たちが数多く参戦し、じつにド

ラマティックな展開が繰り広げられてきたのである。古くはリー・トレビノ、ヘイル・アーウィン、トム・ワトソ

ンといった往年の名手たちも参戦。素晴らしい技を日本のファンに披露してくれたものだ。日本勢では青

木 功、尾崎将司らの黄金時代とも歴史の大半を重ね合わせてきた。私はそんな数々の「栄光への軌

跡」を目の前にする機会を得ただけでなく、私自身のライフワークとして「東海クラシック」に携わる幸運に

も恵まれたのである。特に常務理事の大役を任された後は、コースディレクター的な立場でより深く参

画。毎年このうえなく大きな楽しみを感じつつ、コースセッティングの難しさを体感している。 

 点で攻めるプロならではの技術を引き出し、良いショットには良い結果を、悪いショットにはペナルティ

を。それが、私の考えるフェアなコースセッティングの基本だ。それにはフェアウェイの割り出し方ひとつ

にも緻密な計算が欠かせない。時にコースの改修も必要になるだろう。ギャラリーを沸かせる素晴らしい
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プレーは、そうした素地から生まれると言ってもいい。ただ、トーナメントのためだけにコースが存在する

わけではないから、あくまで日常の管理精度の維持を前提にして取り組む姿勢が大切でもある。 

 もちろん、変化は決して悪いことではない。ゴルフコースは生き物であり、恒久的なものではないから

だ。方向性や変革の理念をしっかりと保ち、そのものが本来持っている「魅力」や「らしさ」を損なうことな

く、時代の流れに呼応していく。それは変化の激しい現代の企業経営にも通じることだろうと思う。この教

訓も、亡き父がゴルフを通じて残してくれた大切な財産のひとつだと私は思っている。 

 さて、今年はどんなドラマが三好CCで繰り広げられるのだろう? 

私は今年もまた、自分自身の存在が「新たなる栄光への軌跡と共に」あることを、心からうれしく思う。 

 
（ 左端が筆者 ）

▲上へ戻る
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年間予定表

確認したい月をクリックしていただくと、その月の予定が表示されます。

2004/7月・8月・9月・10月・11月・12月・2005/1月・2月・3月・4月・5月・6月

２００４年 １０月

 ３日（日）  名古屋名城ローターアクトクラブ創立１０周年記念式典

 ４日（月）  名古屋空港ＲＣ創立３０周年記念式典    名古屋中ＲＣ創立３５周年記念式典 

 ７日（木）  地区ロータリー財団・７委員会合同正副委員長会議

 ９日（土）  米山奨学生・学友の企業見学会

 ２０日（水）  地区ロータリー財団委員長会議 

 ２２日（金）  広報・雑誌委員会委員長会議
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ガバナー月信 Vol.４  １０月 メニュー

ガバナーメッセージ｜職業奉仕・米山月間によせて｜第１７回インターアクト海外派遣研修 

2005～2006年度財団奨学生ガイダンス｜ガバナー公式訪問｜ロータリー財団セミナーに参加して 

創立１５周年記念例会（田原パシフィックＲＣ）｜会員増強委員会委員長会議｜第２回地区諮問委員会  

話の泉④ 「栄光への軌跡と共に」 ｜今月のカレンダー｜次期スタッフ決定  

文庫通信｜ハイライトよねやま ５５号｜出席報告 （８月分 EXCEL形式）

■ガバナーエレクト

 

髙橋 治朗 

 

 

1932年11月20日生 

 

名港海運（株） 代表取締役会長 

1992～1993：職業分類委員長 

1993～1994：国際奉仕委員長 

1996～1997：副会長 

1997～1998：会長ｴﾚｸﾄ 

1998～1999：会長 

2003～2004：50 周年記念事業実行委員長

■地区幹事

川島 誠 
 

 
1945年1月19日生 

 
中日運送（株） 
代表取締役社長 

1992～1993：幹事 

2000～2001：雑誌委員長 

2001～2002：国際奉仕委員長 

2003～2004：環境保全委員長 

2004～2005：副会長

■地区会計長

服部 龍夫 
 
 

1928年8月22日生 

 
名古屋第一赤十字
病院名誉院長 

1999～2000：会長エレクト 

2000～2001：会長 

2002～2003：ﾛｰﾀﾘｰ情報委員長

■地区監事

天野 源治 
 
 
1933年1月16日生 

 
天野商事（株） 
取締役会長 

1975～1976：幹事 

1991～1992：会員増強委員長 

1992～1993：副会長 

1995～1996：会長エレクト 

1996～1997：会長 

2004～2005：万博委員長

■地区副幹事

荒川永太郎 
 
 
1947年4月5日生 

 
（株）アラクス 
代表取締役専務 

1996～1997：雑誌委員長 

■地区副幹事

田中 義一 
 
 
1944年3月25日生 

 
サンメッセ（株） 
専務取締役 

1991～1992：Ｓ．Ａ．Ａ． 

■地区副幹事

一柳 伸 
 
 
1948年10月26日生 

 
（株）一柳葬具總本  
 店常務取締役

2000～2001：出席委員長 
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2001～2002：幹事 

2003～2004：職業分類委員長

1996～1997：出席委員長 

2000～2001：幹事 

2003～2004：広報委員長 

2004～2005：職業分類委員長

2003～2004：幹事

■地区副幹事

鈴木 和雄 

 
 
1943年9月14日生 

 
材摠木材（株） 
代表取締役専務 

1991～1992：幹事 

1994～1995：国際奉仕委員長 

2000～2001：Ｓ．Ａ．Ａ． 

2001～2002：職業奉仕委員長 

2002～2003：会長

■地区副幹事

鵜飼 治昭 
 
 
1941年9月4日生 

 
（株）ボニト 
取締役社長 

1989～1990：幹事 

1991～1992：職業奉仕委員長 

1992～1993：親睦活動委員長 

1996～1997：会員増強委員長 

2000～2001：国際奉仕委員長 

2003～2004：社会奉仕委員長

■地区副幹事

大竹 勇司 
 
 
1940年10月8日生 

 
㈱三晃社 
取締役副社長 

1992～1993：Ｓ．Ａ．Ａ． 

1998～1999：幹事 

2001～2002：職業分類委員長 

2002～2003：広報委員長 

2003～2004：職業奉仕委員長 

2004～2005：国際奉仕委員長

■地区副幹事

宮田 紀昭 
 
 
1942年2月5日生 

 
玄々化学工業（株） 
取締役社長 

1990～1991：Ｓ．Ａ．Ａ． 

1997～1998：会計 

1999～2000：幹事 

2002～2003：職業分類委員長 

2003～2004：米山会奨学委員長 

2004～2005：親睦活動委員長

■地区副幹事

和田 政司 
 
 

1948年6月25日生 

 
（株）新東通信 
代表取締役副会長 

1998～1999：会場運営委員長 

2001～2002：ﾛｰﾀﾘｰ財団委員長 

2002～2003：会員増強委員長 

2003～2004：親睦活動委員長

■地区スタッフ

藤本 博之 
 
 
1928年10月9日生 

 
中央コンサルタンツ 
（株）代表取締役会長 

1984～1985：幹事 

1989～1990：会員増強委員長 

1992～1993：職業奉仕委員長 

1994～1995：副会長 

2000～2001：会長エレクト 

2001～2002：会長

■地区スタッフ

田中 茂夫 
 
 
1939年5月6日生 

 
田中会計事務所 
所長 

1990～1991：会計 

1997～1998：親睦活動委員長 

1998～1999：社会奉仕委員長 

2002～2003：国際奉仕委員長 

2004～2005：Ｓ．Ａ．Ａ．

■地区スタッフ

大杉 誠 

 
 
1948年4月28日生 

 
中部資材（株） 
代表取締役社長 

2004～2005：会場運営委員長

■地区スタッフ

加藤 憲司 
 
 
1948年7月5日生 

 
大成（株） 
代表取締役社長 

2004～2005：米山会奨学委員長

■地区スタッフ

林 芳行 
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1949年6月27日生 

 
リンナイ（株） 
常務取締役 

1997～1998：会員増強副委員長 

2004～2005：職業奉仕副委員長

  

▲上へ戻る
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ガバナー月信 Vol.４  １０月 メニュー

ガバナーメッセージ｜職業奉仕・米山月間によせて｜第１７回インターアクト海外派遣研修 

2005～2006年度財団奨学生ガイダンス｜ガバナー公式訪問｜ロータリー財団セミナーに参加して 

創立１５周年記念例会（田原パシフィックＲＣ）｜会員増強委員会委員長会議｜第２回地区諮問委員会  

話の泉④ 「栄光への軌跡と共に」 ｜今月のカレンダー｜次期スタッフ決定  

文庫通信｜ハイライトよねやま ５５号｜出席報告 （８月分 EXCEL形式）

文庫通信 （２０４号）

 「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして１９７０年に設立された皆様の資料

室です。 

 ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、１万９千余点を収集・整備し皆様のご利用に備えて

おります。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料については

コピーサービスも承ります。 

 クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料の

ご紹介を致します。 

青少年委員会活動の実例

◎「インターアクトの翼に寄せて」 D.２８３０ ２００４ ４７p〔申込先：ロータリー文庫〕

◎「青少年に慈愛の種を播きましょう」 D.２６５０ ２００４ １７p〔申込先：ロータリー文庫（コピー）〕 

   （IMパネルディスカッション）

◎「ロータリアン学校評議員 講師派遣 職場体験受入企業 リスト」 D.２５３０ ２００３ １９p 

〔申込先：ロータリー文庫（コピー）〕 

◎「第９回ロータリー青少年指導者養成プログラム記録誌」 D.２８３０ ２００４ ２８p 

     〔申込先：ロータリー文庫〕 

◎「二〇〇四年鈴鹿市児童詩コンクール作品選集」 鈴鹿西R.C. ２００４ ５８p 

     〔申込先：ロータリー文庫〕 

◎「青少年問題について」 今井鎮雄 ２００４ ２p （D.２６８０地区協議会報告） 

                                   〔申込先：ロータリー文庫（コピー）〕 

◎「われわれは次の世代のために何ができるのか」ジョイスS. 津野田 ２００４ １２p 

  （D.２７４０地区大会ロータリーセミナー）   〔申込先：ロータリー文庫（コピー）〕 

◎「感性ということ 座談会－新世代の人作り－」 佐藤千壽 ２００１ ５１p 

                                   〔申込先：ロータリー文庫（コピー）〕 

◎「子供に夢と感動を与えよう」 鳴海淳郎 １９９９ ２０p  〔申込先：ロータリー文庫〕 

ロータリー文庫 

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-3 abc 会館 7F 

TEL(03)3433-6456 FAX(03)3459-7506 http://www.rotary-bunko.gr.jp/ 

開館＝午前１０時～午後５時 休館＝土・日・祝祭日

▲上へ戻る
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ハイライトよねやま ５５ 

（財）ロータリー米山記念奨学会
２００４年９月９日発行

PDF版はこちら （クラブでの配布などにご自由にお使いください。） 
 

ニュース News

１．寄付金速報 ～10月の米山月間に向けて 

２．2004年度第1回理事会・評議員会報告 
～真摯な議論で今後の米山奨学事業の在り方を問う～ 

３．今年の目玉は「米山奨学事業・豆辞典」！～米山月間資料のご案内 

４．ニ胡の演奏と奨学生の人柄に心動かされて 
～第2630地区【岐阜・三重】寄付事例～ 

５．米山月間に奨学生の卓話をどうぞ ～各地区の創意工夫をご紹介します 

１．寄付金速報 ～10月の米山月間に向けて 

 8月までの寄付金は、前年同期と比べ3.5％減、約1千百万円の減少でした。普通寄

付金が0.5％減、特別寄付金が9.4％減です。今月の傾向として、ガバナー公式訪問記

念寄付【2590地区・2750地区】とクラブ米山奨学金の寄付金納入件数が増えたことな

どから、前月の特別寄付金の落ち込み（前年同期比19.1%減）は少し回復しましたが、

まだ楽観はできない状況です。 

 特別寄付金は、例年10月から12月にかけてピークを迎えます。ぜひ10月の米山月

間には、新しい資料を活用し、事業への理解を深めていただきますようよろしくお願い

いたします。 

２．2004年度第1回理事会・評議員会報告 
～真摯な議論で今後の米山奨学事業の在り方を問う

 2004年度最初の理事会・評議員会合同会議が、8月30日に東京・品川のホテルパシ

フィック東京で開かれました。台風17号の影響が心配されましたが、陪席者1名を含む

97名の出席を得て、予定通り理事会・評議員会を開くことができました。主な議事は、

2003年度事業・決算報告、2004年度予算一部修正、評議員の委嘱、寄付行為の一部

変更などでした。 

 

理事会・評議員会後に予定していた第2回フォーラムは、残念ながら台風接近のため

中止となりましたが、質疑応答の時間を利用して、米山奨学事業全般に関する自由な

意見交換と討議を行いました。各地区の理事・評議員からは、現行奨学金制度の抜
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本的見直し、募集・選考における地区裁量枠設定への賛否、大学推薦制度における

大学との連携強化、ロータリーの目的･使命を再確認して目標達成に一層の努力をす

ることなど、地区の問題意識や事例を交えてさまざまな意見が挙げられました。また、

8月に中国で開かれたアジア杯サッカーを発火点とする日中間の市民感情問題に対

する意見では、このような時だからこそ“寛容と信頼感”をもって米山奨学事業を推進

することの大切さを説く声が上がり、米山奨学事業の意義を再確認する機会となりま

した。                   （常務理事・事務局長  宮崎 幸雄） 

 

 
開会の挨拶をする島津久厚理事長 

３．今年の目玉は「米山奨学事業・豆辞典」！ 
 ～米山月間資料のご案内 

 ロータリー米山記念奨学会では、今年も各クラブでの米山月間プログラム用に、全

国のロータリー・クラブに資料を配布いたします（9月中旬発送）。 

今年の目玉は、全会員に配られる「米山奨学事業・豆辞典」。その名の通りのかわい

いポケットサイズながら、財政状況・寄付金の使途、学友の活躍、制度改編における

課題など、米山奨学事業の最新情報を満載しています。アンケート付きですので、皆

さまの自由なご意見をぜひお聞かせください。なお、豆辞典の内容に合わせたプレゼ

ンテーション用のパワーポイント（約10分）もご用意しています。ご希望の際には、米山

奨学会事務局までご連絡ください。 
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４．ニ胡の演奏と奨学生の人柄に心動かされて 

～第2630地区【岐阜・三重】寄付事例 

 先月の54号で紹介した第2630地区の二胡ミニコンサート卓話の続報が、藤田米山

奨学委員長から寄せられました。岐阜南RCの例会で、米山奨学生・梁 天任さんの演

奏する二胡ミニコンサート卓話を行ったところ、終了後に寄付金を手渡してくださった

方がいたそうです。藤田委員長も感激し、「感動させる演奏ができて、私の心も充足し

ています」と梁さんも感謝していたとのこと。早速、今回のご寄付をくださった尾木氏に

お話を伺いました。 

 

 

 

異国に来て一生懸命にあれだけの演奏をしてくれたことに心を動かされました。
何よりも梁さんの真面目な人柄とひたむきさが伝わりました。良い奨学生を見つ
けてきて、このような企画を実施した地区米山奨学委員会のご苦労も大変なも
のだったと思います。国際親善は実は難しいことであって、人と人とのつながり
は機会をとらえなければなりません。今回の卓話はその機会になりました。梁さ
んには、日中友好に大いに役立つことですので、今後もぜひ頑張ってもらいたい
と思います。また会いましょう。いつでもクラブで歓迎します。

５．米山月間に奨学生の卓話をどうぞ ～各地区の創意工夫をご紹介しま
す 

 米山奨学生とロータリアンを結ぶ重要な接点が「卓話」です。米山月間には、多くの

クラブで奨学生や学友の卓話が行われます。米山奨学生にとっては、自国の文化を

日本に紹介する貴重な機会であり、同時に、米山奨学生だからこそできる貢献の一つ

の形でもあります。地区でも米山奨学生の卓話を奨励・推進していますが、今回は、

そのさまざまな工夫点をご紹介します。 

 

Page 3 of 4ハイライトよねやま 54

2008/11/03http://www.rotary-yoneyama.or.jp/r_member/highlight/highlight55.html



 ●全クラブに事前アンケートを実施： 

 地区によっては、米山月間のプログラムについて、事前にクラブにアンケートを取る

などして、希望を聞くところもあります。近隣に大学がなく世話クラブを受けられないな

ど、奨学生との接触が少ないクラブでも、奨学生や学友の卓話を地区に依頼すること

ができます。 

 

 ●学友会との連携： 

 地区の学友会と連携して、卓話者を手配するケースもあります。学友会によっては、

会長をはじめ、卓話ができる会員をリストアップして、米山月間の卓話の依頼に対応し

ています。 

 

 ●クラブ委員長や地区委員のプレゼンテーションに奨学生の卓話を組み合わせる： 

 多くのロータリアンの前に出て日本語で30分近くスピーチするのは、奨学生にとって

も大変なことです。誰もが上手にできるとは限りません。そこで、まず、クラブ米山委員

長や地区の米山委員が、月間用資料などを利用して米山奨学事業全般について説

明し、その後、米山奨学生が身近な話題や研究テーマについて短めにスピーチすると

いう方法もあります。 

 

  米山月間のプログラムをご検討中のクラブは、ぜひ一度、地区米山奨学委員会に

相談してみてはいかがでしょうか。ロータリー米山記念奨学会事務局でも、可能な限り

の情報や資料をご提供できるよう努力いたしますので、お困りのことがあれば、ご遠

慮なくお問い合わせください。 

TOP 

                 以 上 

 

（財）ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園2-6-3 abc会館ビル8Ｆ 

Tel:03-3434-8681  Fax:03-3578-8281 
http://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 
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会員数 会員数

2004年
7月１日

2004年
8月末日

8月 累計 8月 累計

半田 66 4 66 4 0 0 0 0 3
常滑 54 0 55 0 0 1 0 0 3
東海 52 2 53 2 0 1 0 0 3
東知多 22 1 22 1 0 0 0 0 3
半田南 50 1 50 1 1 1 0 1 5
知多 26 0 28 0 1 2 0 0 4
大府 26 0 27 0 0 1 0 0 3

7RC 296 8 301 8 2 6 0 1

一宮 80 0 82 0 1 4 1 2 3
津島 74 1 75 1 1 1 0 0 3
尾西 36 0 37 0 0 1 0 0 4

一宮北 61 0 61 0 0 0 0 0 3
稲沢 60 0 59 0 0 0 1 1 3
あま 93 0 93 0 0 0 0 0 4
西春日井 43 1 43 1 0 0 0 0 4
尾張中央 51 0 57 0 2 6 0 0 3
一宮中央 59 6 60 6 1 1 0 0 4

9RC 557 8 567 8 5 13 2 3

瀬戸 80 3 81 3 2 2 0 1 3
犬山 84 0 85 0 0 1 0 0 4
江南 60 1 59 1 0 0 1 1 3
小牧 71 2 70 2 0 0 1 1 3
春日井 62 4 64 4 0 2 0 0 3
尾張旭 29 0 28 0 0 0 0 1 3
名古屋空港 53 0 55 0 0 2 0 0 4

瀬戸北 68 3 71 3 0 3 0 0 4
岩倉 17 0 20 0 0 3 0 0 4
豊山・城北 28 1 28 1 0 0 0 0 4
愛知長久手 23 2 23 2 0 0 0 0 4

11RC 575 16 584 16 2 13 2 4 39
名古屋 189 0 193 0 3 4 0 0 4
名古屋西 99 0 105 0 3 6 0 0 3
名古屋南 113 0 114 0 0 1 0 0 3
名古屋みなと 84 0 85 0 2 2 1 1 3
名古屋東南 72 6 75 6 0 3 0 0 3

名古屋中 135 0 140 0 2 5 0 0 4
名古屋瑞穂 75 0 75 0 0 0 0 0 3
名古屋大須 65 2 67 2 1 2 0 0 3
名古屋栄 81 0 82 0 1 2 0 1 4
名古屋名南 83 13 83 13 0 0 0 0 4
名古屋名駅 90 2 100 2 5 10 0 0 3
名古屋西南 54 8 54 8 0 0 0 0 3

12RC 1,140 31 1,173 31 17 35 1 2

クラブ 平均

平均出席率 80 ######

名 内女性 126

名 内女性 127

107 名

21 名

86 名

西
名
古
屋
分
区

クラブ名

入会 退会
当月
女性

2004年
7月1日
女性

南
尾
張
分
区

西
尾
張
分
区

東
尾
張
分
区

例会数
8月

出席率

増加会員数（累計）

減少会員数（累計）

差引純増会員数（累計）

2004年　7月１日会員数

5,399地区内クラブ数　８０ＲＣ
5,313

当月会員数

当月平均出席率



8月 累計 8月 累計

名古屋北 97 0 98 0 0 2 1 1 3
名古屋東 90 0 94 0 1 4 0 0 4
名古屋守山 65 5 64 5 0 0 1 1 3
名古屋和合 103 0 104 0 1 1 0 0 3
名古屋名東 57 5 56 5 0 0 1 1 4
名古屋名北 50 8 50 8 1 1 0 1 3
名古屋千種 65 6 67 6 0 2 0 0 4
名古屋昭和 60 0 63 0 2 3 0 0 4

名古屋錦 36 8 38 8 0 2 0 0 4
名古屋東山 62 2 62 2 0 0 0 0 3

10RC 685 34 696 34 5 15 3 4

豊橋 118 4 120 4 2 2 0 0 3

蒲郡 66 0 65 0 0 0 0 1 3

豊橋北 93 2 95 2 1 2 0 0 4

豊川 68 0 68 0 0 0 0 0 3

田原 61 1 62 1 0 1 0 0 3

豊橋南 62 0 62 0 0 0 0 0 4

新城 60 0 60 0 0 0 0 3

渥美 38 0 42 0 0 4 0 0 4

奥三河 22 3 21 3 0 0 0 1 4

豊川宝飯 53 0 53 0 0 0 0 0 4

豊橋ゴールデン 71 0 72 0 0 1 0 0 3

田原パシフィック 68 0 68 0 0 0 0 0 4

豊橋東 47 0 47 0 0 0 0 0 3

13RC 827 10 835 10 3 10 0 2

岡崎 99 1 102 1 0 3 0 0 3
豊田 73 0 75 0 0 2 0 0 3
岡崎南 98 2 100 2 2 2 0 0 4
豊田西 100 0 104 0 2 4 0 0 4
岡崎東 73 0 73 0 0 0 0 0 3

豊田東 81 0 82 0 0 1 0 0 3
岡崎城南 75 0 75 0 0 0 0 0 5
豊田三好 24 3 26 4 0 2 0 0 4
豊田中 49 5 49 5 0 0 0 0 3

9RC 672 11 686 12 4 14 0 0

刈谷 86 0 85 0 0 0 0 1 4
安城 70 1 70 1 0 0 0 0 3
西尾 77 1 75 1 0 0 2 2 4
碧南 75 0 75 0 0 0 0 0 3
一色 35 0 34 0 0 0 1 1 4
高浜 42 2 42 2 0 0 0 0 4
知立 62 0 61 0 0 0 0 1 3
西尾ＫＩＲＡＲＡ 61 0 62 0 0 1 0 0 3
三河安城 53 4 53 4 0 0 0 0 3

9RC 561 8 557 8 0 1 3 5

会員数
2004年8
月末日

退会会員数
2004年7
月1日

入会
例会数

8月
出席率

東
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三
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西
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クラブ名

当月
女性

2004年
7月1日
女性

西
三
河
分
区



地区事務所 事務局員変更のお知らせ

 

 

◎８月２５日付で 

事務局員の鈴木さん、安田さんが退職されました。 

 

◎９月より・・・ 

渋谷美香さんが新しく事務局員として常駐されることになりました。 

 

 

地区事務所の執務時間   ９：３０～１６：３０    

宜しくお願い申し上げます。 

 

ガバナー事務所
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ガバナーエレクト事務所開設のお知らせ

 

  この度、下記の通り ガバナーエレクト事務所を開設致しました。 

何卒よろしくご指導、ご協力賜りますようお願い申し上げます。 

＜２００５－２００６年度ガバナー事務所＞ 

 

 〒４５０－６００２ 

 名古屋市中村区名駅一丁目１番４号 
 名古屋マリオットアソシアホテル ２２２６号室 

TEL：０５２－５８３－３１７１ 
FAX：０５２－５８３－３１７２ 

ｇovernor05-06@rotary2760.org 

 執務時間：１０：００～１６：００ 

          土曜・日曜・祝祭日は休ませていただきます。 

          休務中のご連絡はFAXまたはE-mailでお願い致します。 

 

 事務局員：星野ひとみ 

 尚、当事務所は２００５年７月１日よりガバナー事務所となります。 

 

ガバナー事務所
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